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ザ
ク
ゼ

Y
に
よ
っ
て
、
貨
幣
に
よ
っ
て
驚
ら
さ
れ
る
特
殊
の
撹
乱
は
、
自
然
的
資
本
利
子
率
と
割
引
率
と
の
不

一
致
|
|
そ
れ
は
、
ヂ
ク
ゼ

Y
設
に
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
且
つ
ミ

1
ゼ
ス
設
に
於
て
も
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
前
遮
の
偲

定
を
一
腰
許
す
と
す
れ
ば
、
物
債
の
費
動
を
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ら
う
|
|
に
、
卸
ち
、
そ
れ
自
身
揖
鋭
固
た
ら
F

る
事
(
ぞ
れ
が
貨
併
の
流
通
速
度
の
動
擦
を
意
味
せ
r
d

る
時
)
も
あ
り
、
又
、
撹
乱
固
た
る
事
(
そ
れ
が
貨
幣
の
流
遁
速
度
の
動
揺
を
意
味
す

る
時
)
も
あ
る
所
の
も
の
に
.
踊
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
的
景
気
論
の
本
来
的
接
展
方
向
か
ら
の
此
の
特
向

lま

ミ
I
ゼ
ス
に
よ
っ
て
夏
に
進
め
ら
れ
た
。
ミ

1
ゼ
ス
は
、
ザ
ク
ゼ
M
Y

に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
に
所
の
、
貨
幣

の
驚
ら
せ
る
特
殊
の
揖
飢
力
の
、
貨
併
な
き
場
合
の
開
論
盟
系
に
劃
す
る
作
用
の
、
珂
論
的
研
究
を
、
ザ
ク
ゼ

y

の
如
〈
、

一
般
債
格
に
劃
す
る
作
用
の
黙
に
局
限
す
る
事
な
〈
、
生
産
方
法
に
劃
す
る
作
用
の
貼
に
迄
進
め
る
の

貨
幣
的
最
気
論
奥

第
三
十
九
巻

ニニ五

第
二
務

ム

ノ、



貨
幣
的
景
気
論
克

第
三
十
九
巻

一一一一山F、

第
二
一
寂

ムノ、

で
あ
り
、
斯
く
す
る
事
に
よ
っ
て
、
ザ
ク
ゼ

Y
に
於
て
は
未
亡
残
存
し
て
ゐ
た
所
の
在
来
の
貨
幣
的
景
気
論
の
蔑

揮
を
も
取
り
去
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
4
7

ク
ゼ

Y
に
於
て
は
、
貨
幣
の
捷
鋭
作
用
に
よ
る
物
債
の
襲
動

の
行
き
詰
り
は
、
貨
幣
の
流
迅
速
度
の
限
界
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
劃
し
て
ミ

1
ゼ
ス
は
、
「
こ
れ
で

一
歩
も
進
み
得
な
い
」
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
と
言
ふ
の
は
、
被
は
、
ザ
グ
ゼ

は
、
我
L
q

の
問
題
の
解
決
へ
は
、

Y
の
考
へ
た
る
限
界
よ
り
も
前
に
行
き
詰
り
一
か
め
る
、

L
C
見
る
か
ら
で
め
る
。
コ
ギ
グ
ぜ
ル
の
考
へ
た
限
界
は
〉
貨
物
貨

幣
の
時
に
し
か
存
在
し
な
い
、
信
用
貨
幣
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
合
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
時
で
な
け
れ
ば
、

存
在
し
な
レ
、
表
雰
貨
鰭
mw
場
合
仁
は
、
歪
熱
存
在
し
な
い
口

の
み
な
ら
守
更
に
重
要
な
黙
は
、
其
の
限
界
は
準

か
に
速
い
所
に
あ
る
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
に
達
す
る
迄
に
は
、
随
分
多
〈
の
流
通
手
段
を
供
給
し
得
る
鈴
地
が
め
る

事
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
此
の
庚
い
限
界
内
で
な
ら
ば
、
銀
行
は
、
ど
れ
だ
け
で
も
勝
手
に
、
割
引
率
を
低
下
せ

し
め
得
る
で
あ
ら
う
か
?
決
し
て
否
。
」
こ
れ
が
彼
の
立
場
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
は
、
「
唯
一
つ
の
購
買
券
銀
行
し

か
無
い
所
の
自
足
的
園
民
経
済
(
又
は
、
一
周
又
は
全
世
界
の
費
券
銀
行
が
同
一
の
行
動
を
採
る
場
合
)
を
想
定
し
、
真
に
:
・
:
・
そ

れ
か
ら
夜
行
き
れ
る
流
通
手
段
は
世
舎
の
信
認
を
受
け
て
ゐ
て
、
何
等
の
障
碍
な
し
に
、
貨
幣
代
用
物
と
し
て
用

ひ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
言
ふ
偲
定
を
置
い
て
論
を
準
め
る
の
で
あ
る
。

ミ
1
ゼ
ス
に
よ
れ
ば
、
彼
の
如
き
暇
定
の
下
に
於
て
は
、
「
殺
雰
銀
行
は
(
資
本
市
場
の
事
情
に
よ
っ
て
・
決
定
さ
れ
る

自
然
的
資
本
利
子
率
そ
自
動
的
に
回
復
す
る
様
な
、
他
の
諸
カ
を
、
そ
れ
が
生
ぜ
し
め
re
る限
h
J
)

、

目

ん
E
零
に
近
い
所
ま
で
低
下
す
る
:
;
:
事
が
出
来
る
。
」
然
し
貫
際
に
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
言
ふ
の
は
.

-
:
貸
付
利
率
eg--
・
:
事
賃
上
殆

Ludwich Mises: Theorie des Geldes nnd deT Umla.ufsmittel， 1924， S. 366 
a. a. O. S. 366. 
a. a. o. S. 363・

a. a. O. S. 354・

)
)
)
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銀
行
が
貸
付
利
子
を
下
げ
る
と
、
必
然
的
に
、
自
然
的
資
本
利
子
率
を
回
復
す
る
様
な
他
の
語
力
が
、
そ
れ
に
伴

ふ
か
ら
で
あ
る
。
と
言
ふ
の
が
彼
の
考
で
め
る
。
彼
は
そ
れ
を
次
の
様
に
説
明
す
る
。

「
貸
付
利
率
を
引
下
げ
る

と
、
:
・
・
:
生
産
期
間
の
延
長
が
必
然
的
に
生
十
る
。
此
の
新
し
く
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
資
本
は
、
郎
ち
、
新
し
き

迂
回
生
産
を
は
じ
め
る
と
言
ふ
仕
方
で
の
み
用
ひ
ら
れ
る
。
且
つ
、
:
;
・
在
来
の
も
の
よ
り
も
ヨ
9
迂
図
的
な
生

産
を
は
じ
め
る
と
言
ふ
仕
方
で
の
み
用
ひ
ら
れ
る
。
:
・
何
と
な
れ
ば
、
短
期
の
生
産
ほ
ど
最
も
有
利
な
の
で
あ

る
か
ら
、
如
何
な
る
資
本
も
先
づ
最
も
短
期
の
迂
回
生
産
に
技
ぜ
ら
れ
、

比
較
的
短
期
の
迂
回
生
産
に
は
充
分
に

投
下
さ
れ
て
〈
ゐ
る
か
ら
で
め
り
、
従
っ
て
、
在
ー
来
の
色
の
」
り
も
無
期
の
迂
回
生
産
は
、
管
見
さ
れ
る
わ
り
が
無
い
か
ら
で
め
る
)
。
:
;
:
所

(
生
産
物
の
出
来
る
迄
の
聞
に
)
刊
す
働
者
及
び
査
本
山
み
を
比
較
的
長

期
間
養
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
共
の
翁
に
は
生
活
費
料
が
増
加
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
」
「
所

が
、
一
事
情
は
弐
の
如
く
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
部
ち
、
生
活
資
料
げ
増
加
は
未
だ
行
は
れ
て
居
ら
争
、
従
っ
て
、

が
、
生
産
期
間
営
延
長
す
る
潟
に
は
、

生
産
期
聞
を
延
長
す
る
可
能
性
の
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
所
に
、
貸
付
市
場
に
於
て
、
比
較
的
長
期
の
生
産
期
間
に

照
臆
す
る
様
な
利
率
一
か
奥
へ
ら
れ
る
の
で
め
る
。
そ
こ
で
最
初
は
、
生
産
期
聞
を
延
長
す
る
事
が
有
利
に
見
え
る
。

(
従
っ
て
、
生
産
期
間
の
延
長
が
企
て
ら
れ
る
。
ぞ
れ
に
つ
れ
て
・
生
産
手
段
の
債
格
が
上
る
)
。

此
の
事
が
如
何
な
る
結
果
に
導
く
か

は
、
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
卸
ち
(
一
定
の
期
間
の
後
に
は
)
、
生
産
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
資
本
財
が
ま
だ
消
費
手
段
に

成
熟
し
な
い
う
ち
に
、
消
費
手
段
が
な
く
な
っ
て
し
ま
ふ
時
期
が
、
必
令
や
っ
て
来
る
。
:
;
:
そ
こ
で
消
費
手
段
の

債
格
が
上
り
、
生
産
手
段
の
債
格
が
下
落
す
る
。
・
:
:
・
印
ち
、
自
然
的
資
本
利
子
率
以
下
の
利
率
で
貸
付
け
や
う

貨
幣
的
景
気
論
奥

第
三
十
九
巻

七

第

蹴

占ノ、

a. a. O. S. 370. 
a. a. O. S・370.Zwi5chenprodul<teとめ品。
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貨
幣
的
景
気
論
・
見

第
三
十
九
巻

六
回

第
二
務

ニ
二
八

と
す
る
銀
行
の
政
策
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
所
の
生
産
活
動
の
増
加
は
、
最
初
は
生
産
手
段
の
債
格
を
騰
貴
せ
し
め
、

消
費
手
段
の
偵
格
を
(
比
較
的
に
低
下
1
|格
艶
的
に
は
騰
貴
せ
し
め
な
が
ら
も
)
せ
し
め
る
。
:
:
斯
く
し
て
、
銀
行
の
流
通

信
用
政
策
に
よ
る
貸
付
利
率
低
下
の
傾
向
は
、
最
初
は
(
自
然
的
利
子
卒
息
憶
の
低
下
仁
ょ
っ
と
裏
書
き
さ
れ
る
。
け
れ

ど
も
、
や
が
て
反
動
が
生
や
る
。
消
費
財
の
債
格
は
騰
貴
し
生
産
手
段
の
債
格
は
低
落
す
る
。
即
ち
貸
付
利
率
は

上
昇
し
再
び
自
然
的
資
本
利
子
率
に
接
近
す
る
。
此
の
反
動
は
、
流
通
手
段
量
の
増
加
に
よ
る
庚
義
の
貨
幣
存
在

量
の
増
加
に
よ
っ

r、
貨
幣
の
購
買
力
が
ほ
下
さ
せ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
弧
め
ら
れ
る
。
:
'
」

出

こ
れ
が
、
ミ

l
ゼ
ス
訟
で
あ
る
。
プ
ド
グ
も
亦
、
こ
れ
と
同
様
の
設
を
な
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
ボ
エ

1
ム
の
迂

回
生
産
の
理
論
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
こ
の
貼
こ
そ
、
新
し
き
貨
常
的
景
気
論
の
本
質
で
あ

る
。
従
っ
て
、
我
冷
は
、
、
ポ
エ

l
ム
の
迂
回
生
産
の
開
論
に
一
瞥
を
典
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
u

け
れ

E
も
そ
れ
は
、
ぞ
れ

自
身
一
つ
の
論
文
を
要
す
る
問
題
で
あ

b
、
到
底
こ
〉
で
は
取
扱
は
れ
得
な
い
勺
(
私
は
こ
れ
を
、
別
の
機
舎
に
詳

越
す
る
で
あ
ら
う
)
。

従
っ
て
、
高
で
は
、
本
稿
の
問
題
に
必
要
な
る
限
り
に
於
い
て
そ
れ
を
顧
る
に
止
め
る
。

ポ
エ

1
ム
の
迂
回
生
産
論
を
吟
味
す
る
場
合
に
藷
で
記
憶
す
る
を
要
す
る
姑
は
、
所
謂
迂
回
生
産
期
間
の
長
短

は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
低
に
照
臆
す
弘
、
と
言
ふ
事
及
び
、
迂
回
生
産
論
に
よ
っ
て
食
さ
れ
る
生
産
の
行

詰
り
は
、
現
貫
に
生
産
活
動
を
し
つ
〉
あ
る
各
生
産
部
門
に
よ
っ
て
資
本
の
運
轄
期
間
又
は
生
産
手
段
係
数
比
率

が
異
る
か
ど
う
か
、
勢
働
者
の
消
費
財
需
要
比
率
と
資
本
家
の
そ
れ
と
が
異
る
か

E
う
か
、
と
一
言
ふ
様
な
事
と
は

離
れ
て
.
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
等
が
異
ら
な
い
場
合
に
も
妥
営
す
る
も
の
と
し
て
、
論
聾
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
一
=
ロ
ふ

a. a. O. S・370-2.倫ほ、 373頁迄参照。
Siegftied Rudge: Grundzuge der tbei)retische1D. :Nationalokonmie， 1925， S. 
216-220， 222-3， 
Eugen von Bohm-Bawcrk， Positive Theol'ie de~: .b~ll.p~t!l.ls， 4. A.u日.s. 45' R. 
Derselbe: Macht oder okonomisches Gesetz， GesaLmmelte Schriften， 1:924， S. 
279 ff. 
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事
で
あ
る
。
然
る
に
‘
資
本
の
運
轄
期
聞
が
何
れ
の
生
産
部
門
に
於
て
も
同
様
で
あ
り
、
生
産
手
段
係
敷
比
率
が

何
れ
の
生
産
部
門
に
於
て
色
同
様
で
あ

b
、
消
費
手
段
需
要
比
率
が
資
本
家
に
つ
い
て
も
傍
働
者
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
麺
化
は
、
必
然
的
に
は
、
何
等
の
行
詰
り
も
生
ぜ
し
め
な
い
と
言

ふ
事
は
、
我
冷
の
蹴
に
論
誼
せ
る
所
で
あ
ふ
そ
れ
に
も
か
う
は
ら
子
、

ミ

1
ぜ
只
共
他
に
よ
っ
て
、
北
(
の
場
合

に
行
詰
h
eか
生
子
る
志
の
と
考
ヘ
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
は
、
彼
等
が
常
に
三
つ
の
椴
定
を
持
っ
て
ゐ
妙
心
か
ら
で

あ
る
。
共
の
偲
定
と
は
、
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
の
行
は
れ
名
場
合
に
色
、

一
、
勢
働
者
の
消
費
需
要
は
迂
回
生

産
の
延
長
の
な
い
場
合
の
そ
れ
か
ら
減
少
せ
や
、
二
、
資
本
家
の
消
費
需
要
も
迂
回
生
産
の
延
長
の
な
い
場
合
の

ぞ
れ
か
ら
減
少
せ
や
コ
;
自
然
的
資
本
利
子
治
・
は
賀
市
の
尚
純
化
に
よ
っ
て
必
然
的
に
枇
下
寸
吋

Ov--一一日ム事

で
あ
る
σ

此
の
三
つ
の
偲
定
が
あ
る
限
り
、
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
は
、
必
然
的
に
消
費
手
段
の
供
給
不
足
を
生

子
る
。
然
し
な
が
ら
‘
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
行
は
れ
る
場
会
に
は
、
勢
働
者
の
消
費
需
要
が
減
少
す

る
か
、

3
6な
t
ぱ
、
(
例
へ
ば
同
時
に
資
質
勢
貨
の
よ
る
場
令
の
亨
c
v

資
本
家
の
消
費
需
要
の
減
少
に
よ
る
投
資
額
増
加

が
生
十
る
の
が
常
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
等
の
所
論
の
前
提
は
許
さ
れ
難
い
の
で
あ
る

(
勿
論
、
資
本
の
有
機
的

構
成
の
高
級
化
が
行
は
れ
つ
h

崎
労
働
者
及
び
資
本
家
の
消
費
需
要
が
然
ら

F
る
場
合
よ
り
色
増
加
さ
へ
す
石
事
が

全
然
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
が
、
生
産
物
一
四
単
位
営
り
の
所
要
生
産
手
段
量
の
絶
卦

的
減
少
と
共
に
行
は
れ
る
如
草
場
合
に
ほ

l
lぞ
れ
は
必
然
的
に
利
潤
率
の
上
昇
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
|
|
、

即
ち
さ
う
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
斯
〈
の
如
き
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
は
、
技
術
の
準
歩
に
よ
っ
て
の
み

貨
常
的
景
気
論
奥

第
三
十
九
巻

第

披
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ハ
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28) Eugen von Bolun.Bawerk; Po，itive Tl:t.eori.e des Kapitales， 4. Aufl. 1921， S. 
117-121. 
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貨
常
的
景
気
論
奥

第
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十
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谷
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競

六
六

可
能
で
あ
名
。
技
術
の
準
歩
は
な
〈
て
に
Y
賃
質
持
賃
の
高
騰
に
よ
っ
て
代
用
の
法
則
上
採
揮
さ
れ
る
事
に
な
る

所
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
、
印
ち
ミ

1
ゼ
ス
の
取
扱
ム
ペ
か
り
し
資
本
の
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
は
、

必
然
的
に
、
利
潤
率
の
下
降
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
第
三
の
偲
定
は
常
然
許
さ
れ
る
が
、
正
に
其
の
故
に
‘
其

の
場
合
γ

い
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
が
行
ば
れ
つ
王
努
働
者
及
び
資
本
家
の
消
費
需
要
が
然
ら

F
る
場

ム
日
よ
り
も
減
少
せ

F
る
べ
き
必
然
性
は
な
い
。

斯
〈
の
如
〈

f
・:
l
r
丸
、
従
っ
て

u

プ
ド
ゲ
、
に
よ
る
行
詰
り
諭
は
常
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
依
し
行
詰
り
論
以

外
の
結
に
於
い
て
も
、
倫
ほ
注
意
を
要
す
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
景
気
費
動
に
於
て
重
要
な
る
意
味
を
持
つ
所

の
資
本
蓄
積
率
の
襲
化
が
、
単
純
再
生
産
の
一
下
で
も
行
は
れ
る
所
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
麗
化
と
し
て
把
握
さ

れ
た
矯
め
に
、
資
本
蓄
積
率
の
襲
化
に
特
有
な
る
諸
事
情
が
、
従
っ
て
、
貨
幣
の
流
通
速
度
の
動
播
営
必
然
な
ら

し
め
る
諸
事
情
が
、
把
擾
さ
れ
難
く
な
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
元
来
、
低
利
が
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
紐
化
と

密
接
の
闘
聯
を
持
つ
の
は
、
ポ
エ

1
ム
に
於
て
は
、
低
利
は
高
勢
賃
を
意
味
し
‘
従
っ
て
生
産
手
段
と
第
働
力
と

の
聞
の
代
用
法
則
の
支
配
に
よ
っ
て
、
後
者
の
代
り
に
前
者
を
比
較
的
多
〈
用
ひ
る
事
が
有
利
と
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
然
る
に
、
現
買
に
於
て
は
、
景
気
の
上
昇
過
程
に
於
て
は
、
勢
貨
の
騰
貴
は
一
唯
物
債
殊
に
生
産
手
段
の

騰
貴
よ
り
も
謹
か
に
後
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
〉
は
ら
や
生
産
手
段
が
多
く
需
要
さ
れ
る
の
は
、
資
本
の

有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
魚
で
は
な
く
、
費
本
の
蓄
積
率
の
増
加
の
潟
で
め
与
。
す
べ
て
之
等
の
賄
は
、
単
純
再

生
産
の
立
場
の
み
か
ら
展
開
さ
れ
た
ポ
エ

1
ム
的
理
論
瞳
系
に
よ
っ
て
は
、
詑
明
せ
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
名
。
ミ



l
J
f
久
は
、
ポ
エ

1
ム
ム
」
は
臭
っ
て
、
勢
賃
騰
貴
を
通
中
る
事
な
し
に
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
を
導
き
出

さ
ん
と
し
て
、
ー
新
た
に
起
き
る
べ
き
生
産
は
比
較
的
不
利
な
る
比
較
的
長
期
の
迂
回
生
産
で
あ
る
、
と
言
ふ
鞘
に

論
擦
を
求
め
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
比
較
的
不
利
な
る
生
産
は
必
や
し
も
比
較
的
長
期
の
迂
回
生
産
と
は
限
ら

な
い
。
そ
れ
に
も
か
、
は
ら
や
比
較
的
不
利
な
る
生
産
と
し
て
専
ら
比
較
的
長
期
の
迂
回
生
産
が
考
慮
に
入
れ
ら

れ
ロ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
ぞ
れ
が
勢
賃
騰
貴
と
の
理
論
的
閥
聯
に
於
い
て
問
題
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
特
定

の
問
題
聯
聞
か
ら
離
れ
て
一
般
的
に
、
比
較
的
不
利
な
る
生
産
と
比
較
的
長
期
の
迂
同
生
産
と
を
必
然
的
闘
聯
仁

於
い
て
考
へ
る
事
は
、
許
き
れ
難
き
所
で
あ
る
。
の
み
な
ら
や
そ
れ
は
、
持
働
力
と
生
産
手
段
左
の
問
に
於
げ
る

-phw
刊
去
リ
?
J
E
1
r

，

:
r
・

L
t
)
武
、
ま
Ar
由
主
党

t
る
も
の

f

じ
め
る

O

J
H
t
H
7
4
E
f
t
A
t
L
f
オ

E

l

p

L

訪

d
u
-
-
y
k
j章
一

迂
回
生
産
期
間
の
延
長
を
生
ぜ
し
め
る
珂
由
に
闘
す
る
右
の
ポ
エ

l
ム
読
と
ミ

1
ゼ
ス
設
と
の
差
異
を
吟
味
す

る
事
な
く
、
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
と
消
費
手
段
の
快
之
と
の
闘
聯
に
閲
す
る
ミ

l
Jゼ
ス
説
を
.
克
仁
一
方
的
に

瞳
純
化
し
て
行
っ
た
の
は
、

川
イ
エ
ク
で
あ
る
。

一ー一
ハ
イ
エ
ク
説

日
一
ザ
ク
ゼ

Y
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
所
の
、
貨
幣
の
賛
ら
せ
る
特
殊
の
措
飢
カ
の
、
貨
幣
な
き
場
合
の
理
論
瞳

系
に
劃
す
る
作
用
の
、
理
論
的
研
究
は
、
ミ
・
l
ぜ

λ

に
よ
っ
て
、
芥
ク
ゼ

Y
の
如
〈
一
般
債
格
に
劃
す
る
作
用
の

射
に
局
限
す
る
事
な
〈
克
に
生
産
方
法
に
劃
す
る
作
用
の
結
に
迄
謹
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
且
つ
.
そ
こ
で
は
、

貨
幣
的
景
気
論
奥

第
三
十
九
巻

一」一

第

披

六
七



貨
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自
然
的
資
本
利
子
窄
と
割
引
率
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、
自
然
的
資
本
利
子
率
の
支
配
下
で
は
行
は
れ
な
い
様
な
生

産
が
強
ひ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
そ
の
事
自
身
一
つ
の
反
動
作
用
を
以
っ
て
こ
れ
に
劃
抗
し
来
る
事
に
よ
っ
て
、
再

び
自
然
的
資
率
利
子
率
の
文
配
が
確
保
さ
れ
る
、

L
」
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
所
論
が
如
何
に
誤
っ
て
ゐ
る

か
は
、
前
説
に
於

τ我
冷
の
明
か
仁
し
七
る
所
で
あ
る
が
、
然
し
、
そ
れ
は
兎
に
角
、
若
し
此
の
所
論
で
よ
い
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
関
乱
及
び
共
の
回
復
の
作
用
と
一
一
般
債
格
の
撞
動
と
ほ
、
論
理
的
に
ほ
無
関
係
で
あ
る
。
此
の
作

日
付
み
J

肌、
j

l

 
に
枇
債
格
の
綿
一
勅
が
生
じ
ゃ
う
と
生
じ
ま
い
と
w

そ
れ
が
仰
れ
T
よ
り
る
と
し
て
も
行
は
れ
行
る
事
で
め
る
。

従
っ
て
、
ミ
!
ゼ
ス
の
如
く
、
債
格
襲
動
の
鞘
を
考
慮
す
る
必
要
は
無
い
。
斯
う
し
た
事
こ
そ
』
イ
エ
ク
の
目
指

す
所
で
あ
る
。
「
(
ミ
1

ぜ
ス
の
知
t
、
此
の
理
論
主
貨
幣
使
値
聾
動
論
と
し
て
あ
ら
は
す
の
は
危
険
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
そ
れ
は
、
誤
解
を
生
じ
易
い
の
み
な
ら
や
、
景
気
韓
動
を
生
ぜ
し
め
て
ゐ
る
諸
事
情
の
副
作
用
|
|
ぞ
れ
は

如
何
に
も
普
通
め
ら
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
宇
し
も
常
に
め
ら
は
れ
る
と
は
限
ら
な
い
ー
ー
ー
を
、
強
制
す
る

事
に
な
る
の
で
あ
る
か
ふ
o
」
帥
ち
「
我
冷
の
期
待
す
る
所
の
説
明
は
、
貨
幣
の
側
に
生
守
る
所
の
趨
動
の
作
用
の

研
究
、
殊
に
.
貨
幣
量
の
め
ら
ゆ
る
費
動
の
作
用
の
研
究
に
侯
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
用
は
、
そ
れ
が
所

謂
貨
幣
の
一
般
的
購
買
力
の
量
化
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
に
せ
よ
然
ら
ゴ
る
に
せ
よ
、
常
に
‘
自
然
経
樺
に
成
立
す

担

る
均
衡
闘
係
を
破
ら
や
に
は
お
か
ぬ
も
の
で
あ
る
。
」
「
:
:
貨
幣
量
の
盤
化
は
そ
れ
が
物
侵
水
準
に
影
響
し
ゃ
う

一
炉
、
し
ま
い
が
、
殆
ん
ど
常
に
各
個
債
格
の
相
調
的
高
き
に
影
響
す
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
生
産
の
数
量
と

方
向
と
を
決
定
す
る
も
の
が
佃
冷
の
債
格
の
相
劃
的
高
き
で
あ
る
事
は
疑
の
存
し
得
な
い
所
で
あ
る
・
:
:
・
個
ゃ
の

Friedrich A. Hayek : Geldlheorie und Konjmkt¥lrtheorie， :t929， s. 62-3・
? 7 S咽 52.
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債
格
に
劃
す
る
貨
幣
の
線
て
の
影
響
を
、
そ
れ
が
物
債
水
準
の
襲
化
を
伴
な
は
う
が
仲
ふ
ま
い
が
そ
れ
と
全
然
無

闘
係
に
、
研
究
し
て
見
る
と
、
我
ι
f

は
直
ち
に
物
債
水
準
の
逆
数
債
値
で
あ
る
一
一
般
貨
幣
債
値
な
る
概
念
が
甚
だ

し
く
無
益
で
且
つ
不
用
の
も
の
で
あ
る
事
を
検
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
理
論
の
後
展
は
逗
き
将
来
に

於
て
貨
幣
と
物
債
水
準
と
の
直
接
的
闘
係
の
読
明
か
ら
分
離
す
る
の
み
な
ら
や
真
に
珂
論
的
分
析
の
目
的
か
ら
一

般
物
債
水
準
な
る
概
念
営
放
題
し
、
換
う
る
に
相
封
的
債
格
の
鐘
化
の
原
因
及
び
そ
の
生
産
に
劃
す
る
影
響
eg以

団

て
す
る
で
あ
ら
う
事
ぞ
私
は
確
信
す
る
も
の
で
め
る
」
。

以

t
に
於
て
、
我
L

ゲ
は
川
イ
且
グ
設
が
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
‘
ミ

l
ゼ
ス
識
を
純
化
し
た
も
の
で
あ
る
か

壮
一
引
し
に
。
純
化
3
れ
に
る
楽
に
加
り
る
聞
論
比
ハ
の
も
の
は
、

‘
!
ザ
サ
〈
枕
伝
批
判
す
る
に
際
し

τ枚
々
の
時
昧

し
た
る
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
〉
で
は
そ
れ
ぞ
略
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

回
、
ス
ト
リ
タ
ル
説

ミ
!
ゼ
ス
読
の
一
方
的
展
開
は
、

ス
ト
ソ
グ

Y
に
よ
っ
て
も
亦
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、

山
イ
エ
h
y

に
於

げ
る
が
如
〈
、
ミ

1
ゼ
ス
設
に
含
ま
れ
た
る
在
来
の
貨
幣
的
景
気
論
の
残
倖
を
取
除
か
ん
と
す
る
努
力
と
し
て
で

は
な
く
、
(
共
の
賄
に
於
て
は
』
イ
エ
ク
設
の
結
果
を
承
け
つ
午
、
ミ

l
ゼ
兵
一
識
に
含
ま
れ
た
る
新
し
き
貨
幣
的
景

一
つ
の
加
工
を
ほ
ど
こ
す
も
の
と
し
て
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
日
〈
。

気
論
に
、
従
っ
て
A

イ
且
ク
の
そ
れ
に
、

「
静
態
的
経
漕
(
貨
幣
に
よ
る
援
飢
の
な
い
経
済
)
に
於
い
て
迂
回
生
産
期
聞
は
t
週
間
、
毎
週
の
生
活
資
料
生
産
量
は

貨
僻
情
的
最
集
論
奥

第
三
十
九
巻

一一
一

第

披

六
九
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貨
幣
的
条
集
論
克

第
三
十
九
倉

四

第
二
銑

士。

S
で
あ
る
と
す
る
。
然
る
揚
令
に
、
割
引
率
低
下
に
よ
っ
て
:
:
;
迂
回
生
産
期
間
が
ヶ
=
に
延
長
さ
れ
る
と
す

る
。
此
の
際
に
は
二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

一
、
静
態
経
済
に
於
い
て
勢
働
者
が
す
べ
て
仕
事
を
持
っ
て
ゐ

て
、
信
用
瞭
張
に
よ
っ
て
勢
賃
が
騰
貴
す
る
場
合
、
又
は
、
二
、
静
態
軽
漕
に
於
て
失
業
者
が
め
っ
て
、
信
用
構

張
に
よ
っ
て
そ
れ
等
が
職
を
得
る
事
に
な
る
場
合
。
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
消
費
財
需
要
は
増
加
す
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
直
接
消
費
さ
る
べ
き
泊
費
手
段
の
生
涯
が
刺
激
さ
れ
る
。
毎
油
生
産
し
消
費
さ
れ
る
生
活
資
料
は
S

か
ら
印
斗
叫
に
な
る
。
だ
か
ら
信
用
の
憐
眠
生
産
の
構
造
に
劃
す
る
作
用
は
、
ニ
つ
で
め
る
。

-1 

)4: 
選i

F金
!:l: 

一
立
回
生
産
期
間
の
延
長
に
用
ひ
ら
れ
る
。
:
:
:
ロ
、
生
産
手
段
は
消
費
手
段
を
急
速
に
生
産
す
る
矯
め
に
用
ひ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
次
の
問
題
が
生
や
る
。
寸
寸
〈
週
間
の
問
毎
週
規
則
正
し
〈
∞
+
∞
ピ
け
の
生
活
資
料
が
:
・
:
生
産

さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
第
一
の
揚
令
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
れ
は
明
か
に
不
可
能
で
め
る
。
何
と
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
毎
週
S
だ
け
の
生
活
資
料
営
規
則
正
し
く
供
給
す
る
矯
め
に
割
嘗
て
ら
れ
て
ゐ
た
生
産
手
段
存
在
量

が
、
今
や
濫
用
さ
れ
、
先
づ
完
成
財
の
生
産
が
増
加
さ
れ
(
従
つ
で
そ
の
鴛
め
に
従
来
よ
h
も
ヨ
ロ
多
〈
生
産
手
段
が
用
ひ
ら
れ
、

従
っ
て
、
所
輿
の
生
産
手
段
で
は
も
は
や
t

週
の
迂
回
生
産
は
行
は
れ
難
い
も
の
と
な
h
)
、
更
に
、

年
後
に
は
じ
め
て
消
費

丹

十

〈

手
段
に
成
熟
す
る
様
な
設
備
が
作
ら
れ
(
従
っ
て
そ
の
鴛
め
に
従
来
よ
ム
リ
も
ヨ
リ
多
〈
生
産
手
段
が
用
ひ
ら
れ
、
従
っ
て
、
所
興
の
生
産

手
段
で
は
も
は
や
毎
週
三
九
げ
の
生
活
資
料
を
供
給
し
難
い
も
の
と
な
り

V
-
J
-
ω
+回
だ
け
の
生
活
資
料
を
毎
週
工
〈
期
間
供
給

:
・
第
二
の
場
合
に
つ
い
て
見
て
も
事
情
は
会
〈
同
一
で
あ
九
。
」

す
る
事
は
、
尚
更
不
可
能
と
な
る
か
ら

只
ト

9
グ
M
Y

に
於
て
は
、

信
用
構
張
に
よ
っ
て
結
果
す
る
も
の
は
消
費
手
段
の
棋
乏
で
は
な
〈
て
生
産
手
段

34) Richard Strigl: Lohnfonds und GeJdkapitaJ (Zeitsch口ftf. NationaJokonom'e 
Bd V. Heft 1) S. 39-40目 FU5znote.



-
|
恐
ら
く
は
ジ
ュ
ピ

1
ト
ホ
プ
の
所
謂
間
接
消
費
財
ー
ー
で
あ
り
、
共
の
快
乏
を
来
す
事
情
は
迂
回
生
産
期
間

の
延
長
行
け
で
は
な
〈
て
更
に
共
の
上
に
消
費
手
段
生
産
の
増
加
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
黙
に
於
い
で
、

ス
ト
リ
ノ

グ
Y
読
は
、
ミ
!
ゼ
ス
、
プ
ド
グ
及
び
』
イ
エ
ク
設
と
断
然
異
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
背
離
の
故
に
、
共
の
ま

〉
で
は
、
恐
慌
は
、
シ
ュ
ピ

l
ト
ホ
プ
以
来
一
般
に
認
め
ら
れ
て
来
に
様
に
間
接
的
消
費
財
の
過
剰
生
産
と
の
闘

、

聯
に
於
い
て
殺
生
せ
や
し
て
、
却
っ
て
、
間
接
的
消
費
財
の
過
少
生
産
と
の
闘
聯
に
於
い
て
殺
生
す
べ
き
も
の
と

τっ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。
而
も
.
右
の
背
離
は
貴
は
、
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
仁
醸
や
る
斜
め
に
必
要
と
考
へ
ら

れ
て
ゐ
る
所
の
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
増
加
に
針
し
て
、
句
、
、

1
ゼ
λ

及
び
』
イ
且
ク
は
そ
の
増
加
宏
保
置
す
る
も

の
な
し
と
考
へ
、

丸
ト
リ
グ
U
Y

は
そ
の
増
加
が
}
間
接
的
消
費
財
の
犠
粧
に
於
い

τ保
誼
事
名
司
¥
き
も
の
と
考
へ
た
、

と
言
ふ
揃
の
差
異
に
起
因
し
て
ゐ
る
。

却
も
共
の
何
れ
色
、

若
し
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
に
臆
十
る
矯
め
に
第

働
者
の
生
活
資
料
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
迂
回
生
産
期
間
の
延
長
が
資
本
家
に
よ
っ
て
|
|
そ
れ
は
所

謂
強
制
的
貯
蓄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
|
|
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
其
の
要
求
は
、
資
本
家
が
然

ら
r
d

る
場
合
に
は
消
費
す
る
で
あ
ら
う
所
の
生
活
資
料
を
勢
働
者
の
方
に
即
ち
投
資
仁
差
向
け
る
事
に
よ
っ
て
、

浦
さ
れ
る
で
あ
ら
う
、
と
言
ふ
事
h
E
.

全
〈
宥
過
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
事
こ
そ
、
此
の
新
し
き
貨
幣
的
景
気

論
に
貫
く
、
根
本
的
快
陪
の
一
つ
で
あ
る
。

ス
ト
η
ノグ

Y
は
、
尚
ほ
、
勢
賃
の
騰
貴
な
く
し
て
資
本
の
高
級
化
の
行
は
る
べ
き
第
二
の
場
合
に
言
及
し
て
ゐ

る
。
こ
れ
は
一
つ
の
誤
謬
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
、
彼
の
所
論
に
何
等
貢
献
し
て
ゐ
な
い
の
み
な
ら
示
、
此
の
種

貨
常
的
景
気
論
克

第
三
十
九
巻

二
三
五

第

披

七



貨
幣
的
景
気
論
奥

第
三
十
九
巻

一一=一六

第
二
披

七

の
誤
謬
に
つ
い
て
は
、

ミ

I
ゼ
ス
設
の
批
判
に
際
し
て
我
今
の
既
に
論
究
し
た
る
所
で
も
あ
る
。
従
っ
て
こ
〉
で

は
そ
れ
に
鯛
れ
な
い
事
に
す
る
。

む

す

'CJ' 

以
上
に
於
て
私
は
、
ザ
ク
ゼ

Y
に
は
じ
ま
つ
に
新
し
き
貨
幣
的
景
気
論
が
、
如
何
に
、
貨
幣
が
揖
観
作
用
と
な

る
所
以
ぞ
韓
両
に
ぞ
れ
の
在
る
所
に
求
め
や
、
撹
乱
困
に
る
事
も
あ
り
た
ら
r
d

る
事
も
あ
る
所
の
、
自
然
的
資
本
利

子
率
と
割
引
率
と
の
不
一
致
の
貼
に
求
め
た
か
、
此
の
本
来
の
貨
幣
的
景
気
論
か
ら
の
蒋
向
が
、
ポ
エ

l
ム
の
理

論
と
結
び
つ
い
て
、
本
来
の
貨
幣
的
景
気
論
と
は
異
っ
た
輸
に
其
の
理
論
的
基
礎
を
確
立
し
得
る
も
の
と
の
謀
れ

る
確
心
を
得
つ
、
二
如
何
に
本
来
の
貨
幣
的
景
気
論
の
最
後
の
因
繰
ま
で
も
振
h
ノ
捨
て
る
事
と
な
っ
た
か
、
而
し

て
其
の
珂
論
的
基
礎
が
如
何
に
許
さ
れ
難
き
椴
定
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
を
明
か
に
し
に
。
こ
の
研
究
は
る
一

〈
、
貨
幣
的
景
気
論
毅
展
自
瞳
の
看
鈷
か
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
理
論
の
緩
展
が
事
賓
の
按
展
と
如
何

に
関
聯
し
た
か
の
看
賠
か
ら
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
研
究
を
前
者
の
鈷
に
限
っ
た
の
は
、
現
在
の
私
の
研
究

課
題
の
故
で
あ
っ
て
、
他
に
理
由
が
あ
る
わ
り
で
は
な
い
。
(
完
〉

箆

本
稿
が
編
輯
委
員
に
渡
さ
れ
て
後
に
、
恩
師
高
田
保
馬
教
授
の
論
文
「
ハ
イ
エ
タ
の
景
気
理
論
」
が
鰹
務
宰
論
議
五
月
山
臓
に
費
表
さ
れ
た
。

問
題
の
性
質
上
よ
り
す
れ
ば
、
此
D
論
文
は
木
稿
に
於
い
て
、
首
然
参
照
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
、
右
の
次
第
に
よ
り
、
今
は
そ
れ
に
鯛

れ
な
い
。


